




















































1995, Fassbender 1998, Frowein 2000, Oeter 2000, Teubner 2000; 2002, 












































1991b: 168; 批判的にMöllers 2000: 260–63, 376ff）。「存在論的に」、「法的
（留保の下で）」、そして「歴史的に」「国家は憲法の以前から存在する」
という主張が支配的である（Isensee 1985: 150, Forsthoff 1971: 46f, 44, 
105f）。
しかし、法および憲法による国家の自己拘束や「自己義務付け」に関す

















解の結果としてのみ確定されうるのである（Böckenförde 1991a: 323ff, 
327ff, 368f, Maus 1992: 148ff, 176ff, Habermas 1992: 109ff, 600ff, Oeter 

















（Möllers 2000: 143, 423）、国家的に制定された法の妥当領域を超えて















































て評価した（ECJ RS.294/83 Les Verts/Europäisches Parlament 1986, 1357, 




































保護制度等々を取り上げられる（Brunkhorst 2002a: 171ff, Nader 1999, 















































統一体・行動体」の「独立した機関」として行為する（Steiger 1966: 63, 65, 
Heller 1934）。そのことによって、閣僚の自国の議会に対する責任が排除
され、彼らの決議の民主的性質は損なわれることになる。条約の一次的欧





































































ることは当然であった Hofmann 1995: 63, Maus 1992: 118f, 一般的に 


















までのスイス連邦の古典的憲法であった（Schönberger 2003, Oeter 1995: 







WTO の二つの調停審級の判決についても妥当する（Krajewski 2001: 170, 
Günther/Randeria 2001: 76）。「直接効果」、あるいは加盟国の法に対する
「優位性」がなくとも、世界貿易機関の法は、完全に「機能的に超国家的































macy）。加盟国の憲法すら例外ではない（Grimm 2001: 229f, Augustin 
2000: 253, Scharpf 2002: 76, Heintzen 1994: 574ff, 585ff, Claessen 1994: 
240f）。













―若干の議論の結果として憲法裁判所（連邦憲法裁判所判決73: 339ff, 82: 




















































規範的業績であった（Hofmann 1999: 1072ff, Hofmann 1998: 52ff, 極めて
批判的に Lepsius 1999）。  進化的憲法は決して革命的成果ではない  （Möllers 






（Luhmann 1990: 180, 184）。18世紀の革命憲法の作成者の観点からも、
それに従うが故に、ドイツの基本法の革命的観点からも、憲法は何よりも
まず民主的政治を法的に可能にする課題をもつ（Möllers 2003: 51, Maus 















































































































在しないから（Bogdandy 2001: 274, 280, Krajewski 2001: 185f）、世界貿
易機関の Lex Mercatoria（商法）は、個別的利害が優勢であるが故に、
「構造的に歪曲」されている（Teubner 2003: 19）覇権的法であり続ける
























the Peoples of the United Nations）の憲法として解釈できるのに対して、
この「我々」の機関、つまり総会、安保理、ハーグの裁判所は二次的法や
数多くの決議の法的規定を創造し、適用し、貫徹する役割を果たす
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